
読み
聞か
せボランティア活動を終えて一年間

ありが
とうございました

2月27日、本年度最後となる読み聞かせボランティア活動が実施され
ました。本年度は40名の読み聞かせサポーターの皆さまにご登録いた
だき、月に一度、計8回の活動を行うことができました。
毎回、ボランティアの皆さまが担当クラスの子どもたちを思いながら
選んでくださった絵本に、子どもたちは自然と物語の世界へ引き込ま
れ、目を輝かせたり、笑顔を見せたり、ときには真剣な表情で考え込
んだりする姿が見られました。教室の空気がやわらぎ、心静かに物語
へ耳を傾ける時間は、子どもたちにとってかけがえのないひとときと
なっていたことと思います。
本の内容だけでなく、読み手のやさしい声や子どもたちを思う温かな
気持ちが伝わり、その積み重ねが豊かな感性や想像力を育む大切な時
間となりました。
また、早朝の図書室では保護者同士が挨拶を交わし、学年を越えた交
流や情報交換が生まれるなど、この活動は学校と家庭をつなぐ温かな
架け橋ともなっていました。来校機会が減少する中において、貴重な
交流の場としての役割も感じられる一年となりました。
ご多用の中、子どもたちのために時間をつくりご参加くださった保

護者の皆さまに、心より感謝申し上げます。
来年度も読み聞かせサポーター活動がより活発で実りあるものとなり
ますよう、引き続き皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。
一年間、本当にありがとうございました。
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令和7年11月22日（土）、岡山市総合文化体育館（浦
安）にて「第46回親善バレーボール中央大会」が開催
され、PTAチームも出場しました。

試合では、日頃の練習の成果が光るスパイクや、息の
合ったレシーブが次々と決まり、見事“5年ぶりの1勝”を
挙げることができました。 会場からは大きな拍手が送ら
れ、チームの喜びがそのまま雰囲気にも広がっていきま
した。コート上は真剣そのものでしたが、温かい声援が
チームをしっかりと後押しし、和やかながらも盛り上が
りのある試合となりました。

コート
に響く声援

PTA
バレー

ボール中央大会

出場された選手の皆さま、
運営に携わってくださった
方々、本当におつかれさま
でした。今回の大会を通し
て参加者同士の交流も深ま
り、充実した一日となりま
した。
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体育の集い

    ×
“動く瞑想”
FLOPILATES

１１月１３日

https://x.gd/V8Gug

スタジオについての
情報はコチラ！

₉
Bonnie pilates
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ＰＴＡの体育の集いとして、
体育館で保護者向けピラティス
教室を開催しました。講師は附属
小学校OBの髙山先生。母校での指導
をとても楽しみにされており、先生の
明るい声かけにより、会場は終始和やかな雰囲気に包まれました。
参加された方からのアンケートでは、先生の明るさや声の心地よ
さ、音楽に合わせて体を動かすプログラムの楽しさなど、多くの
満足の声が寄せられました。
先生のインスタグラムでも、母校での開催に感激されている様子
が紹介されています。
当日は学校でも急遽の感染症対策（消毒・距離の確保・換気）

にご協力くださり、安心して実施することができました。ご参加
いただいた皆さま、そして温かく支えてくださった先生方に心よ
り感謝申し上げます。

https://x.gd/V8Gug
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みんなが元気いっぱい
に楽しそうに絵本の世界
に夢中になっている姿か
ら、この活動が子どもた
ちにとって大切な時間で
あることを改めて感じま
した。読み聞かせサポー
ターの皆さま、いつもあ
りがとうございます。

絵本を制作したのは、元山陽放送の女性
アナウンサー6人による朗読グループ
「おはなしのWA♪」の皆さん。災害を
語り継ぐために「絵本がないなら自分た
ちで作ろう」と立ち上がり、取材や執筆
を重ねながら、心を込めてこの物語を形
にされました。

今回の読み聞かせ活動では、感染対策として
児童は着席したまま前方で読み聞かせを行い、
換気をしながら進めました。普段は読み手のま
わりに集まって床で聞くことが多いため、2年
生の教室では子どもたちが見やすいように教卓
を移動し椅子に座って読んでいただいたり、左
右の二列を斜めに配置するなど、工夫しながら
実施してくださいました。

紙芝居『とうふとみそのケン
カ』を披露してくださいました。
物語のクライマックスでは、登場
人物と一緒に子どもたちも元気よ
く「とーーふーー！！」と声を合
わせ、教室いっぱいに笑い声が広
がりました。子どもたちの明るい
声と表情から、物語の世界を楽し
んでいる様子が伝わってきました。
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― 野村泰介先生講演会 ―
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10月6日に、附属中学非常勤講師をされてお
ります野村泰介先生(一般社団法人SGSG理事長
通称「のむたい先生」)をお招きし、「優しい
人間関係の作り方」講演会を開催いたしました。
たくさんの保護者の方にご参加いただき、盛況
な会となりました。

「優しい人間関係の作り方」親子関係のモヤモヤを吹き飛ばそう！！と、家
庭で出来るアプローチについて、ご講演いただきました。
主な内容として、いくつかご紹介させていただきます。

1.わからないものは怖い→お化け屋敷は何故怖いのか、先生の行かれたカンボジア
の地雷原のお話等から、わからないものは怖く、道（生き方）を歩くために、子供
達が主体性をもって生き方を選べるように大人が出来ることとして、選択肢をたく
さん用意してあげること等をお話しいただきました。

2.非認知能力10の力→数値化出来ない非認知能力について、昨今の注目度の高さか
ら、数値化しようとする動きについて、警鐘をならしつつ、10の力を表したチェッ
クシートをご紹介いただき、自分や我が子に当てはめてみる時間をいただき、
大事なのはその組み合わせやバランスであること等をお話しいただきました。

3.良い親子関係を築くコツ→・子供の挑戦を肯定する・判断は子供にさせる・失敗
を経験させる・頑張りを褒める等について具体例とあわせてお話しいただきました。

4.「毒親」にならないために→「毒親的行動｣５つのパターンをご提示いただき、具
体例をあげながら毒親的関わりが与える影響や気づくべきサイン、今からでも出来
る親子関係を修復するアプローチ方法などをお話しいただきました。会場の皆様も
ご自身を振り返りつつ熱心にお聞きになられていました。

https://nomutaiedu.theblog.me

5.おかわりタイム→
先生をもっと知りたい方へ先生の更新されているブログ
やSNS、FMラジオ等についてご紹介いただきました。
その後、質問タイムを長くとっていただき、たくさんの
ご質問にお答えいただきました。先生のお優しくも面白
い軽やかな語りに、日々悩んでいる事柄が軽くなるよう
な、温かく楽しい一時となりました。

https://nomutaiedu.theblog.me/


近年注目されている「非認知能力10の力」のチェックシートを使い、保
護者自身や子どもの特徴を振り返る中で、大切なのは「評価すること」で
はなく、「足りない部分をどう支えるか」という考え方だと教えていただ
きました。また、親子で似た特性を持つこともあれば、兄弟でも全く異な
ることもあるため、それぞれに合った声かけや関わり方が大切であると、
さらに「毒親的行動」には過干渉型や感情不安定型など5つのタイプがある
ことをご紹介いただき、自分にも思い当たる部分があり、考えさせられま
した。子どもの幸せを願う気持ちが、時に子どもを苦しめることもあると
いう先生の言葉は印象的でした。
反抗期の子どもには、根気強く声をかけ続けること、そして「一人で抱

え込まず、周りに頼ることも大切」という先生の温かいメッセージが心に
残りました。今回の講演での多くの気づきを、今後の子育てに生かしてい
きたいと思います。

保護者の皆さんの質問内容に、「まさに自分も同じ事で悩んでいた！」と
共感することが多く、また、野村先生の「まずは問題に気付くことで、問
題の半分は解決している。」というお言葉に少し心が軽くなりました。思
春期を迎え、親子共にモヤモヤ・イライラを感じ対話を諦めたくなること
もありますが、「言い続けること」、「守ってほしいことを紙に書いて
貼っておく、貼り紙作戦」できる事から実践していきたいと思います。

■参加された保護者の感想



今回の読み聞かせ会では、読み聞かせサポーターの方が、絵
本『ブラザーズドッグ』を朗読してくださいました。
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この絵本は、2018年の西日本豪
雨で被災した倉敷市真備町を舞台に、
ロングコートチワワの兄弟犬「チョ
コ」と「ミルク」が登場する実話を
もとにした物語です。災害で命を落
としたチョコが1日だけ天国から戻
り、被災動物たちと交流しながら、
「備えること」「生きること」「命
の尊さ」について語りかけてくれま
す。

読み聞かせに耳を傾ける子ども
たちの表情は真剣な表情で食い入
るように聞いていました。ラスト
の「笑っていれば心は晴れてくる。
雨のち晴れ、だからな……」とい
うセリフは、子どもたちの心にも
深く届いたようです。

災害が身近に起きうる現代。絵
本を通して「命を守るために、日
頃からできることを考える」きっ
かけとなる、あたたかくも力強い
読み聞かせの時間となりました。

絵本を制作したのは、元山陽放送の女性
アナウンサー6人による朗読グループ
「おはなしのWA♪」の皆さん。災害を
語り継ぐために「絵本がないなら自分た
ちで作ろう」と立ち上がり、取材や執筆
を重ねながら、心を込めてこの物語を形
にされました。



6月20日（金）、制作した「鶴の吹き流し」と「のれん」を、表町
商店街に展示してまいりました。この作品は、全校児童の平和への願
いを込めて、一羽一羽丁寧に折られた折り鶴をPTAの方々にご協力を
頂きつなぎ合わせて、ひとつの大きな『吹き流し』と『のれん』へと
仕立てたものです。

昨年度と、今年度の折り鶴が繋がり、より大きく進化した「ふきな
がし」と、子供たちの思いをのせて羽ばたく白鳩をデザインした「の
れん」を、平和の波おかやま実行委員会と表町商店街の方々のご協力
の元、飾ることが出来ました。

表町商店街アーケード内にて展示しておりますので、ぜひお時間の
ある際にご家族で足を運んでいただき、子供たちの想いが詰まった作
品をご覧ください。

展示期間 6月20日（金）〜7月10日（木）
17:00まで
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6月13日（金）、今年度第1回目となる「絵本読み聞か
せ」の活動を、サポーターの皆様のご協力のもと実施し
ました。
当日は、温かい声で読み上げられる絵本に、子どもた

ちは目を輝かせながら耳を傾けていました。サポーター
の皆様が選んでくださった絵本の世界に、子どもたちは
引き込まれ、教室には穏やかであたたかい空気が流れて
いました。
お忙しい中ご協力いただいたサポーターの皆様、本当

にありがとうございました。次回の活動もどうぞよろし
くお願いいたします。
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6月6日、文化委員・厚生委員の皆さまにご協力いただき、平
和祭りに向けた「折り鶴の吹き流し」の制作を行いました。

この活動は、全校児童が折った鶴をつなぎ、平和への願いを
形にする取り組みです。今年も、子どもたちの思いが込められ
た鶴がたくさん集まりました。

当日は和やかな雰囲気の中、色のバランスや配置にも気を配
りながら、丁寧に作業を進めました。

完成した吹き流しは平和祭りの会場に寄贈され、期間中に展
示される予定です。子どもたちの願いが、多くの人の心に届く
ことを願っています。

₳ᴇ

厚生委員会との共同企画
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5月26日(月)に読み聞かせサポーター21名の方に参
加いただき、打ち合わせを実施しました。
国語科の稲本先生と学校司書の岩畦先生から、読み
聞かせに関するアドバイスをいただきました。お二
人からは、電子書籍では味わえない紙の本ならでは
の魅力や、読み聞かせが子どもたちの言葉への興
味・関心を高めること、さらには国語の授業と読み
聞かせ活動が密接に関係していることについても、
わかりやすくお話しいただきました。
読み聞かせサポータの皆様のご協力に感謝致します。
今後の予定：6/13、7/4



第１回文化専門委員会
文化委員会の活動目的や活動内容の説明を行
い、1年間の日程の確認をしました。企画の担
当を決め、始動している折鶴飾りの作成作業
を行いました。

絵本読み聞かせ
サポーター取りまとめ

PTAバレー応援

文化の集い

平和祭り
折り鶴寄贈

体育の集い
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岡山大学附属小学校PTA
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